
平 成 31 年 度

公立高等学校入学者選抜学力検査問題

理科

注 意 事 項

1 問題 は， 1 ペ ージか ら 6 ペ ージまで あ ります。

2 解答 は，すべて解答用紙 に記入 しなさい。
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1 以下 の各間 に答 えな さい。

間 1 宇宙 につ いて，次 の（1），（2）に答 えなさい。

（1） 地球 は，半径約 5 万光年 の，多数 の恒星か らなる集 臥 ご所属 して いる。地球が所属す るこ

の 集 団 を何 と い うか ， 書 き な さ い。

（2） 日本国内の ある地点 にお いて 19 時 と 21 時 に， カシオヘヤ座 と北極星を観察 した ところ，

カ シオペヤ座 の位置 は変化 したが，北極星 はほぼ同じ位置 に見えた。北極 星がほぼ同 じ位置

に見えたのはなぜか，次 のア～エか ら最 も適切な ものを 1 つ選び，その符号を書 きなさい。

ア 北極星が地球の地軸 の延長線上 にあるか ら。

イ 北極星が地球の公転面上 にあるか ら。

り 北極星が地球 と同 じ周期で 自転 して いるか ら。

エ 北極星が地球 と同じ周期で公転 して いるか ら。

間 2 アル ミニ ウム と銅 につ いて，次の（1），（2 ）に答えな さい。

（1） アル ミニ ウムや銅 のように 1 種 類 の原子か らできて いる物質 を何 とし）うか，書 きなさい。

（2） アル ミニウム と銅 に共通 の性愛 は何か，次の ア～エか らすべて選 び，そ の符号 を書 きなさ

い。・

ア 電 気 をよ く通 す 。 イ 熱 をよ く伝 え る 。

り 磁 石 につ く。 エ みが くと特有の光沢がある。

間 3 だ液 のはた らき につ いて，次の（1），（2）に答えな さい。

（1） だ液 には食物 を分解 し， ヒ トのか らだ に吸収 されやすい物 質にす るはた らきが ある。 この

はた らきを何 という妨 書きな さい。

（2 ） だ液 に含 まわ るア ミラーゼのはた らき について述べた ものは どれ か，次 のア～エか ら最 も

適切 な ものを 1 つ選び，その符号 を書きな さい。

ア タ ンパク質 を分解する。 イ デ ンプンを分解 する。

り 脂 肪を分解 する。 エ カルシウムを分解 する。

間4 右の図のよ うに， ばね ばか りに一辺 の長 さが 3 cm の立方体 のお も りを糸

で つる し， お も りの下 面 が水 面 に接 した 状 態 か ら， ゆ っ く り と水 中 に沈 めな

が ら， ばね ばか りの値 を記録 した。 次の（1），（2 ）に答えな さい。

（1） お も りは水 中 で ， 水圧 に よ って 生 じる 上 向 き の 力 を受 け る。 この よ うな

㍍力 を何 とい うか ，書 き な さ い。
て 小

（2 ） おも りの下面が水 面 に接 した状 態か ら 6 cm 沈 め る とき，水面 か らお も

りの下面 までの距離 とばね ばか りの値 の関係 を表す グラフは どれか，次の

テ～エ か ら最 も適切 な ものを．－1 つ選 び， その符号 を書 きな さい。

ア イ ウ エ

ばねばか り

去0●；』 ▼ ギ ●…』

距離［cm ］ 距離［cm ］

－1－

晶？ヒ 晶0一；ヒ
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2 タ マネギの根の成長 に関す る，次 の実験 を行 った。 これ らをもとに，以下の各間に答えなさい。

［実験 Ⅰ］ 図 1 の よ うに，・タマネ ギ の根 の表

面 に， 先 端 か ら 0．5 m m 間 隔 で，

A ～ F の印 をつけ た。そ の後，温 度

を一定 に して根 を成長 させ， 15 時 間

後 に根 の成 長 のよ うす を調 べた とこ

ろ ， 図 2 の よ う に な り， 根 の 伸 び る

方 向 の成 長速度 は，それ ぞれ の印 と

印 の間で は異な っていた。

図1 開始 時

［実験 Ⅱ］、実験 Ⅰと同 じタマネギの根 を先端 か ら 3 m m 切 り取 り， うす い塩酸

にし ば ら く つ け た 。 そ の 後 ， 塩 酸 を 取 りの ぞ き ， 図 3 の よ う に根 の

図2 15 時間後

［m m ］

先端 か ら 1 m m ず つ X ～ Z に 切 り分 け ， ス ライ ドガ ラ ス に のせ ， 染 色

液で染色 して カバーガラスをかけた。そ の上か ら， ろ紙 をかぶせて指で根を押 しつぶ し，

顕微鏡で細胞の ようす を観察 した後，デ ジタルカ メラで撮影 した。図 4 の㊨ ～⑨ は，図 3

のX ～ Z の各部分 を同じ倍率で撮影 した画像であ る。

図3 図 4

X  Y  Z
先端贋 当．

0 1 2 3 ［m m ］

間1 植物 の根，一茎，葉 のよ うに， いくつかの種類 の組織が集 まって 1 つ のまとまった形を もち，

特定 のはた らきをす る部分 を何 とい うか，書きなさい。

間2 タマネギ の根 には，根毛 が見 られる。根 毛が あることで，水や養分 を多 くとりこむ ことがで

きるのはなぜか ，理 由を書 きなさい。

間3 実験 ◆Ⅰ古とっいて，実験 開始 か ら 15 時間後 までのそれぞれ の印 と印の間 の成 長速度 を表す グ

ラフは どれか，次 のア～エ か ら最 も適切 なものを 1 つ選び，その符号を書きなさい。

ア イ ウ エ
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下線部 の操作 を行 うことで細胞 が観察 しやす くなる。

成
長
速

度

0

ル
A  B  C  D  E
B  C  D  E  F
間開 聞 間 間・

根 の部位

それ キまなぜか，理 由

■を 書きな さい。

間5 実験 Ⅰ， 1‖こついて，次の文は，・．観察結果をま とめたものである。文 中の① にはあては まる

語 句を，② にはあてはまる内容 をそれぞれ書 き，文 を完成 させな さい。

一実験 Ⅱよ り，㊨ ～⑨で は，染 色液 に染 ま った丸 い粒 で あ る（ ① ）が見 られ ㊨で の

み，染色液 に染 ま った・ひ も状 め ものが見 られた。㊨ ～⑨ のうち，最 も多 くの細胞が見 られ

たのは㊨ であ・り，最 も大 きな細胞が見 られ たのは⑨であ った。 これ らのことと実験 Ⅰの結

果か ら，タマネギの根 は（・ ・●② ）・こちによって嘩草 して いる と考 え ら中る。
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3 鉄 に関する，次の実験 を行 った。 これ らをもとに，以下 の各間 に答 えな さい。

［実験Ⅰ］図のように，・①墜整地 ニ
ル（鉄 ）にか ぶせ た ところ，熱 や光 を出 しなが ら激 し ぐ反応 し，

②基重盗雌 辺三主星上皇0 また・ 反応によってできた黒色の

物 質の質量は，反応前のスチール ウール よ りも増加 して いた。

［実験 止］ 試験 管の中 に鉄粉 と硫黄の混合物 を入れて，ガスバーナーで加

熱 し・ 色が赤 く変わ り始 めた と ころで加熱 をやめた 0 ③上土ユ 生血

反応 が始 まる と，加熱 をやめて も反応が続き，黒色の物質ができ

た。 この物質 に塩酸 を加え ると，④室生 生壁生 した。

［実験 Ⅲ］ 鉄粉 ，⑤塾 生昼 食塩水を ビーカー に入れて混ぜ合わせた ところ，

酸素を入れ
た集気 びん

着火 した
スチール

ウール

石灰水

ノ下 ツ ト

混合物の温度は 10 分

後に 70 ℃ まで上昇 し・ 湯気が出た0 混合物 の温度が室温に戻 った ときに，⑥呈 二互二三

と電子 てんびんにのせ，質量 をはか った ところ，反応 前の質量 とは とん ど変わ らなか った。

間1 実験 Ⅰについて，次の（1）～（3）に答えな さい。

（1） 下線部① につ いて， このよ うな反応を何 とい うか，次 のア～エか ら最 も適切な ものを 1 つ

選 び，そ の符 号を書きな さい。

ア 分解 イ 還元 り 蒸留 エ ′燃焼

（2） 下線部② について，集気 びん内の水面が上昇 したのは，集気 びん内の気圧が下が ったため

で あゃ。集気 びん内の気圧 が下 が ったのはなぜ か，理 由を書 きなさい0

（3 ） 次 の文 は， この実験 で確認 できた ことをま とめたものである。文 中の（ あ ），（ い ）

にあて はまる内容 の組 み合わせ を，下 のア～エか ら 1 つ選 び，そ の符号 を書 きな さい。

石灰水 の色が（ あ ）ことか ら，二酸化炭 素が（ い ）ことがわか った。

ア あ ：白 くに ご った ・ い ：発 生 した イ あ ：白 くに ご った い ：発 生 しな か った

り あ ：変化 しなか った い ：発 生 した エ あ ：変化 しなか った い ：発生 しなか った

間2 実 験 Ⅱについて，次 の（1）～（3 ）に答 えなさい。

（1） 下嘩部③ につ いて， このよ うに反応が続 いたのはなぜか，理 由を書 きなさ い。

（2） 塩酸 の溶質が水溶液 中で電離 して いるよ うす を，化学式 とイオ ン式 を用 いて書きなさい。

（3）‘下線部④ につ いて，発生 した気体 の特徴 につ いて述べた もの はどれか，次のア ～エか ら最

も適切な ものを 1 つ選 び，そ の符号 を書 きな さい。

，ア 空気 中に約 78 ％ 含 まれる。 イ 物質の 中で，密度が一番 小 さい0

ゥ 姦如 意 った ような にお いが ある。 エ 物質 を燃やすはた らきがある。・

間3 実験 Ⅲにつ いて，次 の（1），（2）に答え な さい。

（1）・下線部⑤ につ いて，電子て んびん を用 いて活性炭 X g をはか りとるには，次の ア～エ をど

の順番で行 えばよいか，最 も適切な順 に並べ，その符号 を書きな さい。

ア

イ

ウ

電子てんびん に，折 り目をつ けた薬包紙 をのせ る。

電子てんびんの 0 点スイ ッチ（表示 を 0．00 g にす るスイ ッチ）を押す。

電子てんぴん を水平な台 の上 に置 き，電源 を入れる。

エ 電子てんびんの表示が X g ．にな ろように，薬 さじで活性炭をのせる。

（ Z） 下線部⑥ につ いて，．このよ ぅな結果 にな づたのはなぜか，・錘由を重きなさい0

－3⊥
； 一
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4 気象観測 につ いて，以下 の各間に答えな さい。

尚 1 日本 国内の地点 X で， ある 日，行 った気象観測 について ，次 の（1）～（4）に答 えなさい。

（ 1） 温度計 で気温 を測定す るのに適 した高 さ と場所 を表 1 のよう

にまとめ た。表 1 の（ ）にあて はまる内容 は どれか，次 の

ア ～エか ら最 も適切な ものを 1 つ選 び，そ の符号 を書 きな さい。

ア・ 日なたで，‾風通 しのよい場所

イ 日なたで，風 の当た らな い場所

り 日か げで，風通 しのよ い場所

工 日か げで，風の 当た らな い場所

（ 2） 、図 1 は，観測 を行 った ときの乾湿計の

一 部 を示 して いる。 この とき の湿 度 は

何 ％か，図 1 か ら読 み取 っ て書 き な さ

い。

（ 3 ） この 日，風 を さえぎる建物な どの障害

物がな い開けた場所 で，図 2 のよ うな軽

いひもを使 った装置 で風 向を調べ た。．図

3 は， ■この装置 を上 か ら見 た図で ある。

この ときの 風 向 を図 3 か ら読 み 取 って

16 方位 で書きなさ い。

（ 4） 表 2 ば， この 日め時刻，気温，湿度，

天気の関係 を表 した もので ある。 9 時か

ら 14 時 までめ変 化 に着 日す る と湿度 が

下が って いるの i才なぜか，理 由を書きな

さい。 なお，空気中の水蒸気量はは とん

ど変化 していなか った。

図1

30

2 0

、表 1

図2

表2

軽いひも

琴：

d ■ こ

図3

嘲

軽いひ も

非

3 0

ユユ ／

2 0

僻

間2 図 4 は，日本国 内の地点 Y 付近 を，ある台風 が通過 した ときの，地点 Y における気圧 ，風速 ，

風 向の関係を表 した ものである。 また，次 の文 は， この台風 の地点 Y 付近で の進路 につ いて書

か れ た もの であ る。文 中の① には図 4 のア ～りのいずれ か 1 つの符 号 を，② には下 の A ～ D

のいずれ か 1 つの符号 をそれ ぞれ書 き，文 を完成 させな さい。

図 4 によ る と，この台風 の 中心 は（ ① ）の時 間帯 に，地 点 Y に最 接近 した と判 断 で き

る。 また，この台風 の 1 時 と 3 時 10 分の位置関係は（ ② ）のよ うに表す ことができる。
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●♯ は 1鳩 と 3 時 10 分の台風 の中心 を表 している。
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高 さ 地上約 1．5 m

場所 （　　　　　 ）

乾球温
度 計の
示度

乾 球 温 度 計

示 度

と湿

の 差

球 温

［℃ ］

度 計 の

［℃］ 0．0 1 ．0 2 ．0 3 ．0 4 ．0 5 ．0 6 ．0

3 0 10 0 9 2 8 5 7 8 7 2 6 5 5 9

2 9 1 0 0 9 2 8 5 7 8 7 1 64 5 8

2 8 1 0 0 9 2 8 5 7 7 7 0 64 5 7

2 7 1 0 0 9 2 84 7 7 7 0 6 3 5 6

26 1 0 0 9 2 84 76 6 9 6 2 5 5

25 1 0 0 9 2 84 76 6 8 6 1 5 4

24 1 0 0 9 1 8 3 75 6 7 6 0 5 3

2 3 1 0 0 9 1 8 3 75 6 7 5 9 5 2

2 2 1 0 0 9 1 8 2 74 6 6 5 8 5 0

2 1 1 0 0 9 1 8 2 7 3 6 5 5 7 4 9

2 0 1 0 0 9 0 8 1 7 2 6 4 5 6 4 8

時刻 ［時］ 9 10 11 12 13 14 15

気 温 ［℃コ 23．2 25．5 25．8 26．6 26．8 27．1 26．5

湿度 ［％］ 68 57 56 54 53 52 54

天　 気 晴れ 晴れ 快晴 晴れ 快晴 晴れ 晴れ

l

気

l

圧

l

風

l

速

l
l

＼

′



5 仕事 とエネル ギーに関す る，次 の実験 を行 った0 これ i千ついて，り下 の各間 に答 えな さい0

［実験］ 図 1 のように，・水平 な台 の上にス タン ドで レール を固定 し，台 の上 に木片 を置いキ。 質量

15．O g と 30．O g の小球 を，水平な台か ら高 さ 10．・O cm ， 2d．o cm ， 30．O cm の位置 でそれ ぞ

れそ っと離 して木片 に衝突 させ，木片が移動 した距離 を調べた。表は，その結果を まとめた

．まさつ
もので ある。ただ し，空気 の抵抗，小球 と レール の間 の摩襟，，レール の厚 さは考 えない もの

とし，小球 は点 X をな め らか に通過す るものとす る。 また，小球 のもつエネルギーは木 片に

衝突後，すべて木片 を動かす仕事 に移 り変わ るものとす る。

図 1

スタ ン ド 小 球

小球

レール
小
球
の

さ

点X
レール

木片

水平な台

間1 高 いところにあ る物体 は，重力 によ って落下する ことで，はかの物体を動か した り，変形 さ

せ た りす る こ とが で き る。 この よ う に高 い と こ ろ に あ る物 体 が も って い る エ ネ ル ギ ー を何 と い

うか ， 書 き な さ い。

間2 質量 弧 O g の小球 を一定 の速 さで，高 さ 10．O cm の位置か ち高 さ 20．O cm の位置 まで持 ち

上げるのに 加えた力が した仕事 は何 J か，求 めなさ い。 ただ し，質量 100 g の物体 にはた ら く

重 力の大 き さを 1 N とす る。

間3 小球 が木 片に衝突 した瞬間の，小球が木片を押す力を力 A ，木 片が小球 を押 し返す 力を力 B

とする。 力 A と力 B につ いて，大きさの関係 と向きの関係を，それぞ れ書 きなさい。

間4 小球 が木片に衝突 した後 ，木片が右向きに動いている ときに木片 にはた らく力をすべて表 し

たものは どれか，次のア ～工か ら最 も適切な ものを 1 つ選 び，・ そ の符号 を書 きな さい。なお，

＝三〉は木片 の運 動の 向き を表 し， → は木片 にはた ら く力を表 し，重 な る場 合 につ いて

は ， 少 しず ら して か い て あ る 。

ア⇒ イ
＝〉 ／ ⊂令 ⊂三〉

ゾ間5 表 を ぢとに，質 量 25．O g の小球 を用 いて同様の実験 を行 った ときの， 小球 の高 き と木片 の

移動距 離の 関係 を グラフで表 しな さい。 また， 図 1 の装置 を用 いて，質量 2ち．O g の小球 を離

● して 木 片 を 8．O cm 動 か す た め に は，小 球 を 高 さ

．何 cm の位置 で離せばよ いか，書きな さい。

間6 ．図 1 の レー ル の傾 き を 小 さ く し， 図 2 のよ う に質 量

15 ．o g の 小 球 を 高 さ 20 ．O cm の 位 置 で そ っ と離 し

た。 このとき，小球が点 X に達す るまで の時間 と点 X

で の小球 の速 さは， レール の傾 きを 小 さ くす る前 と比

べて どうなるか，それぞれ書 きな さい。

－5 －

図2
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小 球 め 高 さ ［c m ］ 10 ．0 2 0 ．0 3 0 ．0

木 片 の 移 動 質 量 1 5．O g の 小 球 3．0 6 ．0 9 ．0

距 離 ［c m ］ 質 量 3 0．O g の 小 球 6．0 12 ．0 18 ．0

傾きを小さくする レールの傾きを

点X
20cm
1



6 吉 田さんの所属す る科学部 では・ 毎年 夏に学校 の近 くにある A 池 を甲査 して いる0 今年は，次の

よ うな調査 を行 った。 これ をもとに，以下 の各 間に答 えな さい。

［調査］

開1

ある日の午後 5 時に・①旦塾聖三堕 退 避皇墾窒三旦 と，②互生互土 星主が多く見 られ・ フナ

やメダカも見 られた。 フナ の生息数 を推定す るため，標本繭査を行 った。 まず， A 他 の数カ

所で，網 を用 いて フナを 100 匹捕 獲 し1 日印 を？ けて放 した。そ して， フナを放 してか ら 1

週間 後 の午後 5 時 に，再び A 池で 同 じ方法で フナ を 50 匹捕 獲 した と ころ， 目印をつ けたフ
†、．、一

ナが 2 匹含 哀れて いた。 また，今年の調査では 1 週間 にわた って毎 日，早朝 と夕方 に池 の水

面付近 の水温 と p H の値 の測定 を初 めて行 った。
・ お うとつ

下線部① につ いて，池の水面が見 えるの は．太 陽の光 が水面の凹凸でいろいろな方 向にはね

返 って 目に届 くかちである。 この うち，水面でいろいろな方 向に雅が はね返 る現象 を何 という

か ，次 のア ～エか ら最 も適切な もの を 1 つ選び， その符号 を書 きなさい。

ア 全反射 イ 乱反射 り 放射 ・ エ 屈折

間2 下線部② につ いて，次の文 中の（ あ 、），（ い ）にあてはまる語 句の組み合わせ を，下 の

ア～エか ら 1 つ選 び，その符 号を書 きなさい。

オ オ カ ナ ダ モ の 葉 脈 は 平 行 に並 ん で い る こ と か ら， 根 の つ く りは（ あ ）で あ る。 ま

た，子 葉は（ い ）枚である。

ア あ ：ひげ根 い ：1 イ あ ：ひ げ根 い ：2

ウ あ・：主根 と側根 い ：1 エ あ ：主根 と側根 い ：2

間3 次 の文 は，調査 の後 に科学部で行 った話 し合 いの一部である。下の（1）～（3）に答 えなさい。

吉田 ：今年 め調査か ら挽定 され るA 池 のフナの個体数は（ ）匹だ ったので，先輩 たち

が昨年調査 した結果 と比べ ると減少 して いるね。なぜだろ うね。

中村 ：夏は池の水が循環 しに くくな る傾向があるのだけ ど，今年 の夏 はす ごく暑か ったか

ら，水質 の変化が あったのかな あ。

山口 ：水 質 の変 化 な ら，今 年 は pH メー ター で 測 定 した デ ー タが あ る か ら見 て み る

ね。・‥…あ っ。 A 池の水の p H の値 は，早朝 は小さ く，夕方は大 きい傾 向があるよ。

中村 ：・1 日でそんな に pH の値が変化す るのか。お もしろ いね。そ ういえば，今年 は昨年

一 と比べてオオカナダモが多 く見 られたか ら，影響が あった のかな。

吉田 ：どうかな。 1 日の pH の値 の変化で フナの個体数に大 きな影 響が出 るとは思 えな い

か ら，来年 以降 も継続的に pH の値 を測 定 しない といけないね。

（ 1）∴文 中率．（ ）にあてはまる値 を求 めなさい。た だ し，調査 を行 った 1 週間で フナの個体

数 の増減 がな く，また， 目印をつけた個体 は， 目印がな くな らず，池の 中に一様 に分散 した

もの七す る。

（ 2） 文 中の下線部 について ，そ の理 由を，水面付近の水 と底の水を比較 し，温度 と密度 に着 目

‘して 書 き な さ い。

（ 3）．話 し合 いの翌 日の朝，バ ケツを 2 個用意 し，一方 に A 池の水 を， もう一方 に A 他 の水 とオ

オカナ ダモ を入れ 玄関先 甲明 るい場所 に置 いた。 そ して，両方 の水の pH の値 を測定 した

ところ， 6．2 で あ った。その 日の夕方に両 方の水の p H の値 を測定 した ところ，オオカナ ダ

モ を入 れたバ ケツの方のタ，▲水 の’p H ．の値が 8．1 に上昇 して いた。 p H の値 が上昇 したのは

な ぜ か ， 理 由 をオ オ カナ ダモ の ちまた らき に着 日 して 書 き な さいこ

ー6－ ◇M 4（756－ 31）


